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An Analysis of Patients Who Underwent Colonoscopy

（他臓器癌の現病歴あるいは既往歴が大腸腫瘍の危険因子
となるか？大腸内視鏡検査を行った患者を対象にした
解析結果）

論 文 審 査 委 員 教授 土居弘幸 教授 荻野景規 教授 八木孝仁

学 位 論 文 内 容 の 要 旨

論 文 審 査 結 果 の 要 旨

要旨：他臓器癌が大腸腫瘍のリスクになるかは知られていない。初回大腸内視鏡を施行した 26,452

例のデータベースを使用し、他臓器癌の併存または既往（以下、他臓器癌）の有無で大腸腫瘍の

リスクが異なるかを検討した。本検討症例の中で他臓器癌を認めたものは 3,026（11%）であった。

また、大腸腫瘍は、39%の症例で認めた。大腸腫瘍のリスクは、他臓器癌症例の方が他臓器癌を

持たない症例より高かった（42% vs. 39%（p=0.0012））。さらに、交絡因子である年齢、性別、

内視鏡施行の理由で調整し、他臓器癌症例についての大腸腫瘍のリスクを検討したところ、オッ

ズ比 1.0 以下となった。また、個々の癌種検討では、特に胃癌症例は有意差を持って大腸癌のリ

スクが低かった (OR: 0.8; 95%CI: 0.67-0.99)。一方、食道癌症例は大腸腫瘍のリスクを増加させ

た (OR: 1.66; 95% CI: 1.20-2.29)。他臓器癌症例には、大腸腫瘍リスク上昇は認められなかった。
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